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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　The　limestone　of　this　district　is　found　in　the　Chichibu　Paleozoic　sy就em。The　Paleo．

zoic　group　is　thrusted　over毛he　Mesozoic　group（Shimanto　group）repeating　isoclinal　folding．

The　limestone　beds　are　alternated　with　schalstein　an（1chert』beds．

　　　The　limestone　is　g童ey　or　dark　grey　in　color　and　microcrystaliine．

　　　Ore　reserves　of　the血ain　deposits　are　estimated　to　be　over200m孟llion　tons．

11．緒　　言

　本調査は宮崎県の要請によつて実施したもので，本地

域附近には既往の図幅調査などによつて相当大規模な石

灰岩層の発達が知られていたが，石灰石鉱床を主目的と

した地質調査は未だなされていなかつた・

　調査にあたつては5万分の1地形図を1万分の1に引

伸した地形図を用い，踏査によつて多少の修正を加え

た。調査の目的は石灰石鉱床の産状を明らかにし，併せ

て概略ながら石灰石の品質を検討してその適性を判定

し，本地域の石灰石鉱床の資源価値判定の資料にLよう

とするものである、

2．位置および交通

　本調査地域は宮崎県西臼杵郡高千穂町一岩戸村一日ノ

影町の3力町村に跨がつている。延岡から三田井に通ず

る県道は五力瀬川に沿い，本調査地域のほ黛中央を北か

ら南へ縦断しているが，昭和29年ゐ台風で寸断され，’

現在は県道上方の椎谷一深角を通る町道を改修してバズ

が運行されている，

　国鉄臼ノ影線の終点日ノ影駅から調査地中央の椎谷部

落までは県道沿いで約12km余である。

　五力瀬川本流は調査地域北西縁を東流して調査地中央

北縁で東方から注ぐ岩戸川を合Lて調査地域を縦断す

る。河岸は比高50～100mの絶壁をなし，標高300～

400m附近にやX平坦な台地状地形が形成され，こ＆に．
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3．　地　　形

　標高700・》800mの山稜がENE－WSWに連なり，

五力瀬川が北から南へこれを横断Lて流れ，右岸には烏

帽子岳，左岸には東国見ガ丘の両峯が相対している。
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第1図　　位　置　図
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村落や農耕地が発達している。標高400m附近から上

部はふた玉び急峻な山腹をなすが，1山稜の北北西側と南

南東側とでは山腹の傾斜が一般に異なる。すなわち北北

西側は傾斜がや」緩やかで，南南東側は60～70Qにも達．

L，著しくはないが1いわゆるケズタ地形をなし七いる。

4．1　第四系

4．地　　質
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第2図　三田井附近地質図

　五力瀬川・、岩戸川およびその他の谷はほ黛標高400血

附近から下はほとんど阿蘇熔岩で覆われ，阿蘇熔岩の上

には処々に群一ム質粘土層が薄く分布している。椎屋谷

および鹿狩戸橋の上・下流附近には，この戸一ム質粘土

層と阿蘇熔岩とめ聞に厚さ1．5血余の砂礫層がみられ

一る。冒一ム質粘土層は椎谷附近では厚さ5m以上に達

するようである。また調査地からやXはずれるが，五ケ

瀬川浴岸の鶴ノ平下流約1km余の左岸の県道破壊箇

所，郭よび椎屋谷北方の高チ穂峡左岸河床上部近くに

は，阿蘇熔岩のなかに巨礫層および粘土層が挾まれてい

るのがみられる。礫層は砂岩・チヤート・阿蘇熔岩など

の径30～10cmの円礫または亜円礫で構成されている。

この状況から，当地方の阿蘇熔岩の流出期は大別して前

期と後期の2回宅あつたろうと思われる。下部の熔岩は

塊状で節理は著しくないd上部のものはその下部5そ｝10

mは板状節理を示し，上部は著しい6角の柱状節理を

なしている（第4図参照）。　・

　4．2花闘斑岩　　　．　、　　　’
　上野峠一野方野の線以東には広く花嵩斑岩の露出があ

’る。白色～帯緑白色で石英・長石の斑晶がみられる。古

’生層および中生層中に逆入したものである。

　4．3中生界．
　調査地域南東縁部の深角・布平。・鶴ノ平附近に発達し1

中粒の淡黄緑色，堅緻の砂岩を車とし，‘黒色粘板岩・輝

緑擬灰岩の薄層を挾有する累層である。この累層は四万

』卜層群と呼ばれているもので古生界とは断層によつて接

している。一：走向はN60。Eで傾斜は50～600NWを示

しているが，古生界との境界附近では傾斜方向が反対の

所もみられる・境界をなす断層はおそらく、：NWからの

圧力による衝上で，断層縁辺部はかなり擾乱されで．・る
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宮崎県三田井附近（鳥帽子岳・椎谷地区）石灰石調査報告　（清原清人）

　初A粛700
　600
　500
■400

　300
　200
　100
1水準

　　吻C
　700
　600
　500
　4〃0

　30ρ

　200　　、ノ1、，

　10晩1
繭7k準

　　　　　　断　面　図　ぞの2

　　　　　　　断面図　初1
　　　　　　　　　　　愚〃
　　　　　　　　　猛1ダ

，△☆群擁贈1重　聾敏』
　　　　　　　　　　　　　山　・・　　’－鰻鱗・触姉　・Dγ。。卿

600

500

400

300

200

100

5θロ／eκ／

　　卿
　700
　600
　500
　400
　300
　200
　100
海7k準

A　　　　　　！

藻☆欝
撰磯織！
確擁総騰
　　　　　　　　　　　1200
　　　　　　　　　　　昆髪た躍

カ’

　700
　6〃0

　500
　400
　30β

　200
　100淘7k準

C

の

δ誰

！
1〆

翻灘，騨

瀦

k
－
　

第3図　地質断面図

為のと推察される。

　4．4古生界
　調査地域の大部分を占める地層はいわゆる秩父古生層

で，砂岩・粘板岩・輝緑凝灰岩・チヤrト・石灰岩の頻

繁な互層に，よつて構成されている。i走向は：N60～800E

で傾斜は約600NWを示す。

　砂岩・粘板岩層やチヤートの厚層ぼ見掛上の上位すな

』わち調査地北西部に多く，．中央部には少ない。また石灰

岩はその上部および下部では珪質のものが多い。

　砂岩・粘板岩層：砂岩は灰黒色細粒～淡色中・粗粒，

堅緻である。粘板岩は灰黒色～黒色を呈することが多

い。よく連続する厚層の砂岩・粘板岩層は見掛上数層発

達するが，その露出状況や他の岩層の露出状況ならびに
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石灰岩の野外的観察から推察すると，断面図に示すよう

に同斜摺曲ないし背・向斜を数回繰遮した結果の重復露

出があるものと考えられる。

　輝緑凝灰岩層（輝緑岩を含む）：輝緑凝灰岩は一般に

緑色のものが多く，時に紫紅色または緑色・紫紅色の斑

状を呈するものもある。一般に剥離性に富み軟弱なもの

が多いが，石原部落北方県道上に露出するものと烏媚子

岳北西部の谷にみられるものは塊状できわめて堅緻であ

る・また肉眼的にほ聖同質の緑色岩が黒仁田部落附近に

もみられるが，これらが輝緑岩であるかどうかは疑わし

い。地質図ではこれらの緑色凝灰岩に一括して着色し

た。

　チヤート層（珪岩を含む）：チヤートの厚層は見掛上

15一（215）
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　　　　　　　　　　第4図　鶴ノ李対・岸附近の阿蘇熔岩見取図

の下位と上位とに多く，中位には少ない。一般によく連

続するが近距離のうちにレンズ状に尖滅して石灰岩に移

化する状況もLばしばみられる・部分的に珪岩もある・

上野峠北麓のものは灰青色または乳白色で均質である。

　石灰岩層二石灰岩はチヤートおよび輝緑凝灰岩と頻

、繁な互層をなし，一般によく連続するが，互にレンズ状

に尖滅または発達して移り変わることも多い。前述のよ

うに見掛上の下位および上位のものには珪質石灰岩が多

く中位に純粋のものが多い。水ケ崎一黒仁田間の県道上

に露出する層には黒色ナリント状の小レンズを多く含む

・ものがある。発電所上流300m附近右岸に露出するも

のは白色を呈L著しく珪質でチヤートに移化する所もあ

る。また鹿狩戸橋下流の県道脇にも珪質石灰岩がみら

れ，その下流の県道とパス道路との分岐点附近の岩戸川

川岸にも灰白色珪質石灰岩がみられる。

　、鳥帽子岳，・東国見ガ丘およびそれらの北麓一帯のもの・

はいずれも肉眼的には良質で，一般に灰黒色ないし灰色

を呈し，灰白色または乳白色を呈するものもある。いず

れも非晶質塊状で，僅かに椎谷部落下の五力瀬川右岸に

薄層理を示し，向斜構造の状況がよくみられるものがあ

る。黒仁田部落附近に露出するものはほとんど石灰岩礫

岩である。

　当地域の石灰岩層は見掛上20余層あるが，これは断

面図に示すように同斜溜曲ないL背・向斜によつて同一

層が数圃重複して露出しているもので，実際にはもつと

少ないものと推察される。

5。地質構造

　調査地南域の古生界と中生界との境界は地層の走向に

ほ璽平行する衝上断層で，断層の北西側地塊をなす秩父

古生層は同斜的摺曲を繰返じて南東側地塊の四万十層群

上に衝き上げているもめと推察される。こNに同余雁曲

ないLはそれに近い背・向斜を想定したのは，各岩層の

露出状況に単斜構造では解決できない点があり，また五

力瀬川右岸（椎谷対岸）には薄層理を示す石灰岩層の向斜

構造がみられることなどによつたものである（第5図参

照）。

　当地域の秩父古生層め走向は一般にN60～800Eで

あるが，五力瀬川沿岸ではN20～300Eの走向を示し，

五力瀬川の線に沿つて相対的に川の西側地塊が南へ転位

したことを示しているものと老えられる。

　鹿狩戸橋下流附近には珪質石灰岩やチヤートの厚層が

発達し，1丸小野北方附近にもチヤートの厚層がみられる

が，これらの岩層は調査地南東縁附近のものに似てお

り，当地域の古生層の見掛上の最上部とみるよりも，む

』しろ丸小野から大平北方へ延びる衝上断層によつて，そ

の南隣接地区のものより見掛上では，下位の調査地南東、

縁附近のものが重複露出しているものと考えたい。すな

わち各岩層の露出状況から構造を想定すれば断面その1

ないしその2のように考え』ることができよう。

　本調査地域の西限に近く丸小野西方から黒仁田西方に

走る断層は，おそらく五力瀬川に沿うものと同性質の水

平的転位を主とする断層の西側をごは石灰岩はほとんどみ

られず，『．僅かに調査地南西隅附近に露出『している。

　その他，末市附近および黒仁田附近をすぎ為N20～

300E方向の2条の断層が確認されるがその規模はあま
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6，鉱　 床

鉱床の分布は，その北東限は野方野一上野峠の線，南

西限は椎屋谷一黒仁田西方の断層線また北西限は岩戸

川一五ヵ瀬川上流，南東限は古生界一中隼界間の断層に

ょつて限られている。

　この地域の石灰岩層は古生層中に20余層発達してい

るが，質の悪いものや薄層で鉱床としてその価値が少な、

いものも多数あり，また当地域は標高300《・400mまで

第四系によつて覆われ，同標高附近は民家や農耕地で占

められている関係上，大規模な採掘は標高400m以上

の山頂・山腹に限定される。以上のような条件を考慮に

入れて，肉眼的に良質でしかも相当の量があるものは下

記の6鉱床であろう6

五力瀬川右岸

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

烏帽子岳地区

丸小野東方地区

丸小野北方地区

東国見ガ丘地区

大平南方地区

末市北東方地区

6．2　形賦および規模

地質の項で述べたように当域の石灰石鉱床はよく連続

する成層鉱床であるが，チヤート層や輝緑凝灰岩層と頻

繁な互層をなすので採掘上の制約を受け，1鉱床とLて

はそれほど大きなものはない。

　（1）烏帽子岳鉱床：、鴇帽子岳を中心として層厚の

皐も厚い所は250m，琿艮は1，200m余で本地域では

最も大きい。

鉱量は概算10，800万tが予想される。

　（2）丸小野東方鉱床1山腹に露出しその傾斜が山

め斜面と同方向であるので，露出面積の広い割合に鉱量

は少ない。地質構造がらも鉱石の外見からも（灰色の基

地に肉黄色の斑紋がある）鳥帽子岳鉱床の重複露出と考

えられる。層厚は最も厚い所で180m，延長1，000m・

余で鉱量は概算700万tが予想される。

　（3）　1丸小野北方鉱床ゼ上記2鉱床のものより見掛

上下位の層準のものが衝上断層によつて露出しているも

のと推察される。小山を形成して露出しているので採掘，

に便であり，鉱床の直下近くを県道が通じているので運

搬その他に有利であろう。層厚は厚い所で150m，延長

1，000m余で，鉱量は概算1，200万㌻余が見込まれるQ

　（4）束国見ガ丘鉱床：東国見ガ丘を中心に東西に

走るもので，、烏帽子岳鉱床の延長と考えられる。層厚は

最も厚い所で150m，延長1，0GOIn余で，概算6，400

万tの鉱量が見込まれる。

　（5）大平南方鉱床：東国見ガ丘山塊の北斜面に長

く露出し，層厚は最も厚い所で120m，延長は1，500m
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以上に達する。採掘・運搬ともに悪条件下にあり，鉱量

は概算2，700万t余が見込まれる。

　（6）末市北東方鉱床二．東国見ガ丘や丸小野東方鉱

床と同層準めもめと考えられる占層厚は最も厚い所で，

150釦延長500m余で，鉱量は概算gqo万tが予想さ

れる。

　餅3　鉱　石

　各鉱床の石灰石は一般に灰色～灰黒色，塊状非晶質で

概して緻密質な鉱石である。きわめてまばらな分析試料

採取ではあるが24個の分析結果によると，石灰分の純

度は一般に高く，カーバイト原料として2，3適性を欠く

ものも見受けられるが，セメント・石灰・ソーダ灰原料

などに昧大部分のものが条件にかなうようである。製鉄

用としては，ま』脆弱な部分も見受けられ，適性とはぐ・

Σ難い。試料No．21は肉眼では一般の石灰石となんら

区別されるような試料ではないが，分析結果では苦土の

著量を含んでいる。

　本調査で採取した試料にりいての分析結果は第1表の

通りである。

第1表　試料分析結果

！

7．結　　論

　当地域の石灰岩層は従来の調査でかなり厚いものが数

層あることは知られていたが，本調査の結果，厚さ10

m内外のものから200mに達する多数の層の同斜摺曲
ないしはそれに近い背・向斜を繰返しているものと考え

られ，経済的見地からみれば，その露出面積の広い割

合には鉱量は著しく少ないのであるが，それにもか丼わ

らず総計2億t以上が予想され，品位も一般に良好であ

る。しかしながら当地は海岸から遠く，Lかも国鉄日ノ

影駅まで12km余の地点で，鉱石輸送の面からコスト

試料
No．

2
4
6
8
10

11

13

16

21

24

30

32

34

37

39

41

44

46

50

53

55

56

58

60

冒Sio2

5．84

0．10

0．44

0．25

1．96

0．22

0．29

1。40

0．16

0．32

0。65

0。80

1．32

5．25

0．17

2．80
0．72・

0．20

0．04

2。46

0．28

0．20

1．80

1。60

’
R
2
03

2．48

0．18

0．18

0．26

0、40

0．34

0．30

2．57

0．29

0．20

0．38

0．36

0．48

2．65

0．25

0．77

0．30

0．28

0．14

2．23

0．34

0．24

0．20

2．64

CaCO3 MgCO3　P
91．78・　　1．34

99．02　　　0．45

98．48　　　0．65

98．12　　　0．63’

96．48　　　0．85

96．63　　　2。64

97．60　’　1。82

95．33　　　0．64

28．55　　71．02

99。08㌃　　0．35

90．26　　　8．58

98．15　　　0．53

98，07　　　0．63

92．30　　　1。92

97．79　　　1．80

93．70　　　2．82

98．14　　　0．80

98．87　　　0．41

9＄．27　　　1．18

95．28　　　0．60

98．63　　　0．62

98．23　　　1．05

96．05　　　1．04

95．12　　　0．25

0．072

・0．107

0。055

0．062

0．036

0．030

0．032

0．050

0．020

0．010

S

0．066

0．020

0』010

0．0066

0．0020

0。0012

なし

0．0030

0．013

0．017

分析；宮崎県庁工業試験所　空欄は定量せず

高が予想され，これが当地域の石灰石開発を左右する重

要な因子となるものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　（昭和29年11月調査）
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